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/市民と¥

¥市長の日ノ

8月3日(木)午前9時

から正午まで、市役所

3階市長室て・行います。

お気軽にどうぞ。

-
上
田
市
消
防
団
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会

ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
雨
模
様
の
七
月
九
日
、
諏
訪

形
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
十
七
分
団
の
約
八
百
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
種
目
は
自
動
車
ポ
ン

プ
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ

(
1写
真
)
の
二
部
門
。
選

手
た
ち
は
日
ご
ろ
練
習
し
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ

ッ
パ
吹
奏
大
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

「ホ
タ
ル
の
呈
」
づ
く
り・・・・・・・・・・・・

6



閏
間
市
岡
凪
凶

念模L二スムJ3え

集室

縮

交
通
量
、

右
岸
で
増
加

市
は
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の

受
通
渋
滞
を
解
消
す
る
だ
め
、
昭
和

五
十
七
年
か
ら
渋
滞
解
消
運
動
を
進

め
て
い
，ま
す
。
受
通
対
策
課
で
は
、

こ
の
運
動
の
効
果
を
み
る
だ
め
、
今

年
も
六
月
十
二
日
か
ら
六
日
問
、
マ

イ
カ
ー
の
所
要
時
間
や
突
通
量
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
定
。

最
高
で
日
分
短
縮

所
要
時
間
調
査

こ
の
調
査
は
、
市
街
地
へ
向
か
う

路
線
の
中
か
ら
九
コ

l
ス
を
選
ぴ
、

朝
の
ラ

ッ
シ

ュ
時
(
午
前
七
時
か
ら

九
時
)
の
通
勤
所
要
時
間
を
調
べ
る

も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
七
コ

ー
ス
に
つ
い
て

は
、
昨
年
に
比
べ
約
十
五
分
か
ら
三

十
秒
の
短
縮
が
認
め
ら
れ
、
全
般
に

車
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
(
下
表
)
。

こ
れ
は
、
昨
年
三
月
の
上
田
バ
イ
パ

ス
の
開
通
や
道
路
の
改
良
、
信
号
機

の
時
間
調
整
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。全

体
で
抗
ム
ロ
の
増

通
過
交
通
量
調
査

こ
の
調
査
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
二

時
間
、
交
通
量
の
多
い
十
二
地
点
で

市
街
地
へ
向
か
う
通
勤
マ
イ
カ
ー
の

車
両
台
数
を
つ
か
む
の
が
ね
ら
い
。

古
舟
橋
で
は
、
昨
年
に
比
べ
百
七

十
四
台
減
少
し
ま
し
た
が
、
上
田
橋
、

小
牧
橋
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
台
、
百

二
十
一
台
増
加
し
ま
し
た
(
左
岸
全

体
で
は
百
四
十
四
台
減
少
)
。

右
岸
で
は
、
国
分
か
ら
市
街
地
方

面
へ
向
か
う
車
は
四
十
二
台
減
少
し

ま
し
た
が
、
国
道
一
四
四
号
線
で
百

八
十
五
台
を
最
高
に
他
の
地
点
で
も

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
(
右
岸

全
体
で
五
百
十
九
台
増
加
)
。

な
お
、
右
岸
、
左
岸
全
体
で
三
百

七
十
五
台
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
天

候
や
日
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
上
田
バ
イ
パ
ス
を
利

用
す
る
車
両
は
、
塩
尻
で
二
十
五
台
、

古
里
で
百
七
十
一
台
増
加
し
、
全
体

で
千
五
百
二
十
六
台
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

【2]7. 16 広報うえだ1.

渋
滞
解
消
目
指
し
て

市
で
は
、

今
後
も
、
パ
ス
・
電
車

へ
の
乗
り
替
え
、
バ
イ
ク
・
自
転
車

で
の
通
勤
な
ど
交
通
渋
滞
解
消
運
動

を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
上

田
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
、
都
市
環
状
道

路
の
建
設
促
進
な
ど
、
関
係
機
関
へ

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
皆
き
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内

線

1
5
5
2
)

マイカ一所要時間調査結果(63年との比較)

主な通過路線 雨天を除く
調査区間

経由地 平日平均

川西支所 上田西武 国道143号線 32' 13" 

(8.6km) 上 回 橋 (企14'54") 

生島足島神社 主要地方道 30' 33" 
上回西武 上田丸子線

(7.4km) 古舟橋
(企 3'38') 

半過山口 上田西武 県道上回稲荷山線 20' 38" 

(5.3km) 古 舟 橋 (... 6' 09") 

下塩尻 市役所 国道18号線 16' 13" 

(5.9km) 上 (企 3'03") 

畑 山 市役所
国道144号線

21' 58" 

(6.7km) (1' 22") 

中吉 田一一市役所 県道小諸上回線 15' 58" 

(7.1 km) (祢津街道) (企 l'07") 

大 屋 市役所 国道18号線 21' 15" 

(6.7km) 下 (1' 03") 

丸 子一一市役所 小牧丸子線 22' 22" 

(7.6km) 小牧橋 (... 0' 27") 

中吉田 市役所
市道川原柳豊里線

17' 32" 

(7.2km) (企 l'04") 



7月2夕日(土)
みんなて参加、主役はあなた

第
河
口
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
L

は、

ア
月
ぬ
自
由
に
開
か
れ
ま
す
。
市
民

み
ん
な
の
夏
祭
り
H

わ
っ
し
ょ
い
H

ガ
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
祭
り
ム

ー
ド
一
色
に
な
っ
て
き
ま
し
だ
。
問

日
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

お
お
ぜ
い
の
市
民
の
参
加
で
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

T_____ せ表講の師
R U まん 1 師指に上

氏 名 {主 所 電話
|ロj v、乞し/..:. 7J・嗣-...._ 年芋'd.田

6 ま 7 V 
、
、師申にり民

西沢 貞 常磐城1一7-15 @8985 時す月 ) 上送へしあ
、踊

近藤敏子 中央西2-5-2 ⑫1674 
カ為 。27で田迎の込た各連

丸山和江 常国3-2-4 @6559 
ら放日もケを謝んり連合
10送休) |お礼でまへ会

水野錦子 五加1149-1 @2414 分時ま踊ブ願はくす出の

中村久枝 川辺町872 @4819 間間でりルい必だ
。向皆

山 崎よしゑ 上川原柳町1757-8 @5684 
では毎のビし要き最いき
す午日練ジまあい寄てん

倉沢とき子 染屋2062-8 @1037 後放習ヨすり(り踊が

池田武子 常磐城I一7-19 @8990 3 送 V ン 。ま別のり講

ニ輪歌子 中央3-8-22 @0825 

菅沼せきじ 上塩尻206-7 @6417 
は他国時 き「田

滝沢良江 中央北2一7-2 @1438 
交 橋かマま大の今 大 市
通千上らとて花花年 8花制

市川久子 岡734 @3305 規由流き火火は 施

清水考子 住吉990-4 @5344 
制川 1 V 大大市月火行

I罰 橋きみ子 神畑246-1 ⑫8321 
のの O と 8 会会制 10大 70
予定右 0 ニ月 L 千零丁 施 周

井戸久子 常入1-11-32 @3976 岸 0 ろ 10 を 行日会年

小松 雪 子 緑が丘1-10-20 ⑫7072 
で、 lf 日 次委 70 にを 記

佐藤恵美子 上沢1471-20 @1513 
す左 干曲休午) に夏周開 会
岸マ よ年

横山恒星 神畑47-1 @2451 堤そ川後 りで 。 催

成沢仁子 常磐城3-1-20 @3804 
防の上 7 開問上

広報うえだ1.

• 
踊

時し
て上回わっしょい踊り講師一覧表(敬称略)

7. 16 

お
祭
り
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量

試
験
な
ど
で
、
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
な
ど
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【31



さ
あ
/
.
わ
っ

し
よ
い
本
番
で
す

-
本
部
は
商
工
会
議
所
前

本
部
は
、
上
田
商
工
会
議
所
前
に
設
け
ま
す
。
緊

急
の
連
絡
、
け
が
、
急
病
人
な
ど
は
本
部
(
宮
⑫
9

9
6
8
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
万
一
、
お
子
さ
ん

が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は
、
本
部
へ
ご
連
絡
を
。

原
町
の
旧
ユ
ニ

l
前
に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席

(
シ
ル
バ
ー
シ

l
ト
)
を
設
け
ま
す
。

-
受
通
規
制

午
後

5
時

1
9
時
犯
分

臨
時
パ
ス
・
電
車
も
出
ま
す

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
当
日
は
、
午
後

5
時
か
ら

9
時
却
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場
(
歩
行
者
用
道
路
)

上田わっしょい案内図

-
み
こ
し

[4J 

で
で
す
。

7. 16 

午
後

5
時

1
6時
犯
分

広報うえだ1.

-
踊
り

午
後

7
時

1
9時

午
後

5
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行
者
道
路
に
な

っ
て、

各
所
か
ら
「
み
こ
し
」
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。

「
み

こ
し
」
の
時
間
は
、
午
後
6
時
初
分
ま
で
。

-
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル

午
後

6
時
j

午
後
7
時
に
「
上
田
わ

っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
が
始
ま

り
ま
す
。
市
役
所
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
生
演
奏
が
行
わ
れ
、

「上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
の
曲
が
お
祭
り
広
場
に
流
れ
ま

す
。
中
間
に
叩
分
ほ
ど
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
踊
り
は

同
九
時
ま
で
続
き
ま
す
。

市
制
施
行
叩
周
年
を
記
念
し
て
、
踊
リ
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
場
所
は
観
光
会
館
か
ら
商
工
会
議
所
ま

で
の
大
手
通
り
。
時
間
は
午
後
6
時
か
ら

6
時
代
目
分
ま

午後5:00-7:30
午後6:00-6:45
午後7:80-9 :00 

(雨天決行)

--ーーーー

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
当

日
午
後
5
時
初
『
分
か
ら
中
継
し

ま
す
。



へ
車
の
乗
り
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
(
鷹
匠
町
j
上
田

駅
j

西
武
は
、

午
後
6
時

ω分
ま
で
お
祭
り
広
場
へ

車
の
乗
り
入
れ
が
で
き
ま
す
)
。
周
辺
道
路
も
交
通
が

規
制
さ
れ
ま
す
。

マ
バ
ス
停
は
午
後

6
時

ω分
か
ら
上
田
西
武
前
へ

午
後
5
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の
中
の
バ
ス
停
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
J

R
上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、

午
後
6
時
初
分
か
ら
上
田
西
武
前
へ
移
り
ま
す
。
パ

ス
の
運
行
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
下
の
案
内
図
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

お
祭
り
が
終
わ
る
と
、
午
後
9
時
叩
分
に
上
田
西

武
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
出
ま
す
(
左
表
)。

マ
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
移
動
し
ま
す

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
、
午
後
6
時
却
分
か
ら
イ
ト

l
ヨ
l
カ
ド
l
前

へ
移
動
し
ま
す
。
交
通
規
制
解
除

の
午
後
9
時
初
分
か
ら
は

J

R
上
田
駅
前
へ
も
ど

り
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

観
光
課

(内
線

1
4
2
2
)

臨時パス・電車時刻表(7月29日)

会社名 西武前発 イ丁 先

上国交通 2(臨1:時|O) 赤坂、傍陽

l' 
千曲 パス 2(臨1:時|O) 南津、室賀、青木

ス
2(臨1:時|O) 川中島ノ〈ス 下半過

会社名 上田駅発 イ7 先

21 : 00 別所温泉(定期)

電 21 : 14 下 之郷(臨時)

21 : 32 別所温泉(臨時)
上国交通

21 : 43 下 之郷(臨時)

車 22 : 00 別所温泉(定期)

22 : 25 別所温泉(臨時)

⑨ 

市

民

体

育

館

⑨

)11 曲千

タクシー乗り場

午後6:30-9:30、駅前タクシー|ー田 E ・

乗り場は、イトーヨーカドー前

へ移動。

午後9:30以降は、ふだんのタク
シー乗り場へ移動。

7. 16 広報うえだ1.【5]



ほ場整備でできた石積み水路

生
活
環
境
の
見
直
し

市
全
体
の
問
題
で
は

上
青
木
に
は
、
か
つ
て
ホ
タ
ル
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
近
年
は
河
川
の
水

質
低
下
な
ど
、
自
然
環
境
の
破
壊
と
と

も
に
ホ
タ
ル
の
数
も
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
数
年
前
、
ほ
場
整
備
計
画
が
持
ち

光
の
乱
舞

夢
み
て

上
青
木
で

神
川
地
区
の
上
青
木
で
は
、
「
ホ

タ
ル
の
里
の
会
」
を
結
成
さ
せ
、

石
積
み
の
「
ホ
タ
ル
水
路
」
や
ホ

タ
ル
の
幼
虫
の
え
さ
に
な
る
カ
ワ

ニ
ナ

(
巻
員
)
を
養
殖
す
る
水
路

を
造
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
ホ

タ
ル
が
舞
う
自
然
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

「
ホ
タ
ル
水
路
」
は
、
現
在
進

め
て
い
る
県
営
は
場
整
備
に
合
わ

せ
て
建
設
し
た
も
の
。

ほ
場
整
備

「
ホ
タ
ル
の
里
」

の
水
路
と
い
え
ば

U
字
溝
で
す
が
、

上
青
木
で
は
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き

る
よ
う
に
と
県
や
市
へ
働
き
か
け

自
然
石
を
積
ん
だ
長
さ
三
百
八
十

灯
、
幡

0
・
六
日
の
水
路
を
実
現

き
せ
ま
し
た
。

「
カ
ワ
ニ
ナ
養
殖
水
路
」
は
先

月
十
一
日
、
自
治
会
役
員
、
P
T

A
、
老
人
会
な
ど
の
ホ
タ
ル
保
護

委
員
約
四
十
名
が
参
加
し
て
、
一

日
が
か
り
で
完
成
き
せ
ま
し
た
。

づ
く
り

現
在
、
千
八
百
匹
ほ
ど
の
カ
ワ
ニ

ナ
を
放
し
て
養
殖
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
ホ
タ
ル
も
放
し
て
一
緒
に

育
て
る
計
闘
で
す
。

ホ
タ
ル
水
路
に
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト

の
あ
く
が
抜
け
る
の
を
待

っ

て
、
ホ
タ
ル
と
カ
ワ
ニ
ナ
を
移
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
は

三
年
後
の
平
成
四
年
に
、
こ
の
一

帯
で
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ
る

の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

宮原政広さん

(40歳・上青木)

上
が
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ホ
タ
ル

の
保
護
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
水
路
が

U
字
溝
に
な
れ
ば
ホ
タ
ル
が
い
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
自
治
会
の
住

民
同
士
が
交
流
す
る
機
会
が
増
え
、
と

て
も
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

七
月

一

日
に
は
、
保
護
委
員
な
ど
約
四
十
名
で

大
町
市

へ
ホ
タ
ル
の
視
察
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
保
護
は
、
私
た
ち
の

生
活
環
境
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
上
青
木
だ
け
で
な
く
、
上
田
市

全
体
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
カ
ワ
ニ
ナ
養
殖
水
路
」
を
観
察
す
る

保
護
委
員
の
皆
さ
ん

上
小
の
有
力
企
業
に
よ
る

就
職
ガ
イ
、
タ
ン
ス
を

開
催
し
ま
す

上
田
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
次

川
に
よ
り
上
小
地
区
の
有
力
企
業
に
よ

J

る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

八

月

七
日
開
午
前
九
時

へ
三
十
分

1
午
後
四
時
マ
と
こ
ろ

川
上
田
商
工
会
議
所

(
五

階

)

マ

対

川
象
大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学

川
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
人
マ
聞
い

い
合
わ
せ
上
田
公
共
職
業
安
定
所
(
包

~
@
6
3
6
3
)
 

危
険
物
取
扱
者

保
安
(
義
務
)
講
習
会

マ

と

き

九

月

四

日

間

マ

と

ニ

い
ろ

上

回
合
同
庁
舎
マ
申
し
込
み

九
受
講
申
請
書
を
地
方
事
務
所
、
消
防

川
本
部
で
配
布
し
ま
す
。
提
出
期
間
は
、

い
七
月
三
十
一
日
円
か
ら
八
月
四
日
幽

門
ま
で。毒

物
・
劇
薬
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会
を

聞
き
ま
す

九
月
に
行
わ
れ
る
試
験

の
準
備
講

川
習
会
が
八
月
に
聞
か
れ
ま
す
。
希
望

い
者
は
七
月
三
十
一
日
間
ま
で
に
上
田

~
薬
剤
師
会
(
宮
⑫

6
1
3
0
)
へ
申

川
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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糖
分
多
く

飲
み
す
ぎ
に
注
意

ー
清
涼
飲
料
と
健
康

l

夏
に
は
冷
だ
い
飲
み
も
の
が
つ
き

も
の
。
ゐ
フ
は
、
ジ
ュ
ー
ス
、
炭
酸
飲

料
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
清
涼

飲
料
の
自
動
販
売
機
が
ど
こ
に
で
も

置
か
れ
、
簡
単
に
の
ど
を
潤
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
、
蛇

口
を
ひ
ね
っ
て
水
を
飲
む
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
清
涼
飲
料

と
健
康
に
つ
い
て
、
少
し
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

青
京
大
ヰ
ま

、j
1
1
4
t虫
f
y
u

清
涼
飲
料
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は

炭
酸
飲
料
、
果
汁
、
コ

ー
ヒ
ー
、
紅

茶
、
栄
養
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

三
年
前
の
資
料
で
す
が
、

年
間

に
国
民
一
人
当
た
り
一
日
お
よ
そ
コ

ッ
プ
二
杯
の
清
涼
飲
料
を
飲
ん
で
い

る
と
い
う
数
字
が
示
き
れ
て
い
ま
す
。

皆
き
ん
は
、
一
日
ま
た
は
一
週
間
に

清
涼
飲
料
を
ど

の
く
ら
い
飲
ん
で
い

ま
す
か
。
渇
い
た
の
ど
に
冷
た
い
清

涼
飲
料
は
た
い
へ
ん
お
い
し
い
も
の

で
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
害
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

意
外
に
糖
分
が
多
い

ジ
ュ

ー
ス
や
サ
イ
ダ
ー
類
な
ど
は
、

一
缶
に
約
三
十
M

ラ(
大
さ
じ
約
三
杯
)

の
砂
糖
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
飲
み
す
ぎ
は
要
注
意
。
砂
糖

の
摂
取
量
は
、
大
人
で
一
日
に
約
五

十
i
六
十
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
二
缶
で
一
日
分
の
砂
糖
を
取
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
子
ど
も
は
体
重
一

J
当
た

り
一

す
と
い
わ
れ
、
体
重
二
十
J

の

子
ど
も
の
場
合
は
、
一
缶
飲
ん
で
も

一
日
の
摂
取
量
を
十
す
も
多
く
取
り

す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

砂
糖
を
取
り
す
ぎ
る
と
、
食
欲
を

な
く
し
、
虫
歯
、
骨
折
、
近
視
な
ど

の
原
因
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
砂

糖
な
ど
の
甘
い
も
の
を
取
り
す
ぎ
る

と
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病

な
ど
の
成
人
病
を
つ
く
る
も
と
に
も

な
り
ま
す
。
水
が
わ
り
に
飲
み
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は

健
康
飲
料
と
い
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン

ク
、
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
飲
料

な
ど
も
多
く
出
ま
わ
り
、
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。
最
近
、
赤
ち
ゃ
ん
や

子
ど
も
の
下
痢
の
と
き
に
、
こ
れ
ら

を
飲
ま
せ
た
り
、
水
が
わ
り
に
飲
ま

せ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

ミ
ル

ク
を
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で
溶

か
し
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
も
耳
に

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
は
、
大
人
が

運
動
に
よ

っ
て
失
っ
た
水
分
、
塩
分

を
補
う
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

子
ど
も
の
下
痢
の
と
き
に
飲
む
も
の
川

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
痢
の
場
合
は
、
川

お
医
者
さ
ん
に
よ
く
相
談
し
て
、
必
へ

要
が
あ
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の
イ
オ

一

ン
飲
料
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
大
人
用

川

の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
は
好
ま
し
く
川

あ
り
ま
せ
ん
。

汗
を
か
い
た
赤
ち
ゃ
ん
や
よ
く
遊
山

ん
で
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
の
体
は
塩

川

火
災
原
因
の
一
位
は

分
や
水
分
が
少
し
不
足
し
て
い
る
か

い

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も

、

そ

の

少

し

》

束

事

S
句

、

で

す

の
不
足
が
次
の
食
事
の「
お
い
し
さ
」

〈

4
1
4

4

・4
4

4

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

…
同
回
国

①

天

ぷ

ら

を

揚

げ

て

水
道
の
水
や
麦
茶
を
冷
だ
く
し
た
川
い
る
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の
場

も
の
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
飲
み
も
の

一
を
離
れ
な
い
(
離
れ
る
と
き
は

を
少
し
見
直
し
て
、
糖
分
な
ど
を
取

一
必
ず
火
を
消
す
)。

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
み
て
は
い

(
②
消
火
器
の
噴
射
は
直
接
な
べ

か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
の
中
を
ね
ら
わ
な
い
で
、
火
の

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

…
周
り
を
包
む
よ
う
に
。

線

1
3
7
6
)

8
月
6
・
9
日
は
原
爆
記
念
日

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
午
前
八
時

川
十
五
分
に
広
島

へ
、
同
九
日
午
前
十

一
時
二
分
に
長
崎
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

~
爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、

ー
こ
の
両
日
の
投
下
時
間
に
は
、
原
爆

い
死
没
の
め
い
福
と
世
界
恒
久
平
和
の

~
確
立
を
祈
念
す
る
た
め
、
一
分
聞
の

川
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。
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信公の上越ヘ
恒例となった上越フェア。今年も 7月2日、

海野町日 曜広場で開催されました。上越市の

ミスさくら 3人も、 「この夏はぜひ上越へ」

と盛んに PR。また、謙信公保存会による「謙

信公の武補式」 も披露され、訪れた買い物客

らでにぎわいました。

夏

澄んだ、音色に「うっとりJ

「鎌倉と上回を結ぶたて笛の響き」と題する リコ

ーダーアンサンプルが 7月 9日、文化会館ホール

で聞かれました。鎌倉との姉妹都市提携10周年を

記念したもので、演奏したのは鎌倉のビーと上田

のピポというグループ。約400人の聴衆は リコーダ

ー特有の澄んだ音色に拍手を送っていま した。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

休 ・し省か変め自他 のも全をしあ りでい幼 の
み 8夏よしるわる分人③安道運持やま②とすくい①すあ前
中 月 のうてもれ 。はの人全路転っすりせ交 。っと雀iる号
の 1 交。、のば歩ど行のををにていあい通子にき盲こに
子 日 通 交で、行うい振確横努交もせて安どなにまと続
ど j 安 通す危者かのり認断め通のるは全もつ身でわき
も 16全 安。険もとよ見しすまルでと事ののてに踊ざ .."..". 
の 日 や 全自な運考 し ててる し| す、をしつもつりを交交
事 ま に分状転えあ我かとよル 。か仕っち 忘 けを紹通 J面
故マび 取の況車、しがらきうを 心 え損けにれた忘介安笠
防重二 り行がも行を振 。は 。守につずを、な習れし全事
止点運 組動よ立い見り 、歩りゆてる u しい慣ずまに全
なは動 みをく場をて直 左行、と失 つもは す:関
ど夏 ま反分が改、せ 右者安り敗 かの、 u イポ

フじ
.e::". 

乳

わ に
マ琶F
二よ 可

去 てY

E支 て
涜 j

上小漁業協同組合によるヤマメの

放流が 7月 5日、上小管内の渓流で

行われました。約4.5γの稚魚約 8万

匹を職員の手によって放流。行沢川

(岩清水)や瀬沢川(大日木)では、

地元自治会長さんも協力、ヤマメた

ちは元気に泳いていいました。
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納
得
/
・
介
護
の
実
技

7月 8日、 9日、県などによる在宅介

護フェアが上田西武で開催きれました。

各種介護用品や福祉機器の展示、手作り

介護用品のコーナーなどがあり、訪れた

買い物客らの関心を呼んでいました。介

護の実技や相談コーナーでは、しきりに

うなづく人の姿が目立ちました。

「上田の森」

第 8回上田の森フェスティバルが先月25

日、信大キャンパスで聞かれました。信大

繊維学部と上回女子短大の学生が、市民と

の気軽な交流を目的に開催。ステージ、露

居、バザーなどに、学生や親子連れらでに

ぎわいました。ステージでは「ミス上田の

森コンテスト」やクイズなども。

若さあふれる

参議院議員通常選挙

7月23日(日〉

進
出と一

上田市選挙管理委員会

幾
然
繊
州
議
議
響
機
機
織
附
料
情
熱
終
戦
一
戦
議
JN
W
W
W山総
務
総
精
機
将
棋
精
機
紙
幣
様
相
終
戦
紙
幣
一
戦
一
機
R

一戦
…
将
校
以
:
件、
……総
一'N
L
J耕
一
戦
耕
一
終
戦
一
線
……鰐
…一
戦
引
税
務
総
一一
務
総
務
一
戦
務
総
務
終
戦
一
戦
減
税
務
一
務
務
嬬

4き>

常
入
郵
便
局
の

旧
局
舎
(
戦
前
)

hv
現
在
の
常
入
郵
便
局
。

初
代
の
右
隣
に
建
て
ら
一

れ
た

企
当
時
と
し
て
は
、
西
洋
一

風
の
モ
ダ
ン
な
建
物
。

箱
山
さ
ん
の
自
宅
へ
の
一

通
路
も
左
側
に

提供者

箱山清さん
(67歳・下常田〉

供
出
で
鉄
格
子
が

は
ず
さ
れ
る

わ
た
し
の
主
人
は
、
昭
和
五
十
九

年
に
退
職
す
る
ま
で
四
十
四
年
間
、

常
入
郵
便
局
長
と
し
て
奉
職
。
祖
父
、

父
と
三
代
続
い
た
特
定
郵
便
局
長
で

し
た
。
古
い
写
真
は
戦
事
中
(
昭
和

十
六
年
ご
ろ
)
の
常
入
郵
便
局
で
、

「
貯
蓄
報
国
」
と
書
い
た
ポ
ス
タ
ー

も
見
ら
れ
ま
す
。

明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
の
建
築
で
、

昭
和
四
十
四
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
ま

で
、
北
国
街
道
に
異
彩
を
放
っ
て
い

ま
し
た
。
彫
刻
を
あ
し
ら
っ
た
窓
枠

や
軒
下
の
飾
り
付
け
、
今
で
は
お
目

に
か
か
れ
な
い
古
風
な
ポ
ス
ト
が
白

亜
の
建
物
に
マ

ッ
チ
し
、
独
特
の
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

戦
争
中
は
、
鋼
、
鉄
製
品
の
回
収

で
、
お
寺
の
鐘
や
仏
像
、
公
園
の
銅

像
、
机
や
た
ん
す
の
取
っ
手
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
貨
幣
な
ど
が
武
器
と
し
て

供
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
常
入
郵

便
局
で
は
、
窓
の
鉄
格
子
が
取
り
は

ず
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
写
真

は
そ
の
直
前
に
撮
っ
た
も
の
で
す
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

年
金
相
談
所
を

開

設

し

ま

す

「
自
分
の
年
金
は
い
く
ら
だ
ろ
う

か
?
」
「
病
気
で
働
け
な
い
の
で
、

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
、

年
金
の
こ
と
で
心
配
の
か
た
は
、
お

気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
社
会

保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
、
親
切
に

お
答
え
し
ま
す
。

マ
と
き
七
月
二
十
六
日
制
・
二

十
七
日
闘
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら

午

後

六

時

マ

と

ニ

ろ

上

田

商

工

会
議
所
一
階
ロ
ビ

l

マ
問
い
合
わ

せ
国
保
年
金
課
(
内
線
1
3
6
5
)

ト
イ
レ
の

「
く
み
取
り
」

お
盆
は
体
業
し
ま
す

八
月
十
四
日
側
、
十
五
日

ω、
十

六
日
制
は
、
く
み
取
り
業
務
が
休
業

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
く
み
取
り
量
の
確
認
を
〉

ド
く
み
取
り
の
際
は
、
必
ず
く
み
取

り
量
(
計
器
)
を
確
認
の
う
え
、
料

金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線
1
3
7
1
)
、
上
田
地
域
保
健
環

境
施
設
組
合
清
浄
園
(
宮
⑫
2
3
3

9
)
 ご

参
加
く
だ
さ
い

野
生
薬
草
に
親
し
む
会

マ
と
き
八
月
六
日
目
午
前
十
時

三
十
分

1
午
後
三
時
マ
と
ニ
ろ

長
野
県
菅
平
薬
草
栽
培
試
験
地
マ

内
容
「
親
し
む
会
」
と
「
親
子
の

薬
草
教
室
」
を
同
時
開
催
マ
対
象

者
小
学
生
以
上
で
薬
草
に
関
心
の

あ

る

人

マ

申

込

先

上

田

薬

剤

師

会
事
務
所
(
宮
⑫
6
1
3
0
)
、
上

回
保
健
所
(
包
⑧
1
2
6
0
)
マ
そ

の
他
参
加
費
は
無
料
。
薬
草
採
取

は
で
き
ま
せ
ん
。
昼
食
は
各
自
持
参
。

小
雨
決
行
。

日
本
赤
十
字
社

老
人
看
護
法
講
習
会
を
開
催

日
赤
ハ
ナ
ミ
ヅ
キ
会
で
は
、
一
般

家
庭
看
護
法
を
受
講
し
た
人
お
よ
び

初
心
者
を
対
象
に
次
に
よ
り
開
講
し

ま
す
。
義
務
教
育
を
終
了
し
た
か
た

な
ら
、
だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

マ
と
き
八
月
七
日
間
、
八
日

ω、

十
一
日
闘
の
三
日
間
、
午
前
九
時
j

午

後

三

時

三

十

分

マ

と

二

ろ

福

祉
会
館
(
大
手
二
、
宮
⑫
2
0
2
5
)

マ

定

員

二

十

五

人

マ

費

用

二

百
三
十
円
(
教
材
費
)
マ
申
し
込

み
七
月
三
十
一
日
間
ま
で
に
は
が

き
か
電
話
で
「
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業
、
性
別
」
を
左
記
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

干
捌
長
野
市
南
県
町
一

O
七

四

日

本
赤
十
字
社
長
野
支
部
事
業
部

(
8

0
2
6
2
⑧
2
0
7
3
)
 

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

健
康
度
測
定

希
望
者
を
募
集

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
(
長

野
市
若
里
)
で
は
、
最
新
の
分
析
装

置
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
て
健
康

度
測
定
を
し
ま
す
。

マ
受
診
日
九
月
、
十
月
、
三
月

の
指
定
日
マ
対
象
者
三
十
五
歳

以

上

の

市

民

マ

検

査

内

容

血

液

生
化
学
、
尿
、
心
電
図
な
ど
マ
受

診
料
一
万
二
千
六
百
円
(
胃
検
診

も
行
う
と
一
万
四
千
七
百
円
)
マ
申

し
込
み
八
月
五
日
ま
で
に
電
話
な

ど
で
保
健
予
防
課
(
内
線
1
3
7
4
)

ヘ
マ
そ
の
他
市
役
所
前
か
ら
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
無
料
送
迎
す
る
予
定

上
田
市
を
舞
台
に

N
H
K
で
8
月
3
日
放
映

取存正
一二竺竺L

N
H
K
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
「
関
東
甲
信
越
小
き
な

旅
」
。
八
月
三
日
闘
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
は
、
上
田

市
を
舞
台
に
し
て
伝
統
工
芸
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

留蜜語彊覆調I
固定資産税

h ・第2期
(都市計画税)

国民健康保険税…………第 1期

納期限は7月31日(月)です。

よろしくお願いします。

・収税課(内線1304)
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8
月
の
相
談
日

-
農
地
問
題
相
談
マ
と
き

8
月

1
日

ω午
前
8
時
初
分

1
正

午

マ

と
こ
ろ
農
業
委
員
会

-
日
常
生
活
の
法
律
相
談
(
予
約
制
)

マ
と
き

8
月
日
日
働
・
お
日
闘
い

ず
れ
も
午
後

1
時
初
分
1

3
時
初
分

マ
と
こ
ろ
本
庁
舎
3
階

マ

予

約

先
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
8
)

・
土
地
・
建
物
の
法
律
相
談
マ
と

き

8
月
刊
日
同
午
後
1
時

1
4
時

マ
と
こ
ろ
西
庁
舎
2
階

-
行
政
相
談
マ
と
き

8
月
U
日

間
午
前
日
時
j
午
後

3
時

マ

と

こ

ろ

上

田

西

武

(
3
階
)
マ
内
容

行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望



上
田
創
造
館

天
体
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
ロ
∞
を
募
集

マ
対
象
上
小
地
域
内
に
在
住
ま

た
は
通
勤
す
る
人
マ
応
募
規
定

①
テ

l
マ
:
・
自
由
(
固
定
撮
影
、
追

尾
撮
影
、
星
と
風
景
な
ど
)
②
部
門

・
:
中
学
生
以
下
の
部
、
一
般
の
部
(
高

校
生
も
含
む
)
③
サ
イ
ズ
:
・
キ
ャ
ビ

ネ
判
以
上
、
四
ツ
切
り
以
下
。
応
募

作
品
は
す
べ
て
展
示
し
ま
す
の
で
、

額
に
入
れ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
期
限
八
月
十
日
同
午
後
八
時
ま

で
に
上
田
創
造
館
へ
持
参
の
こ
と
。

万②

マ
表
彰
審
査
の
上
、
入
賞
者
に
は

賞
品
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈

り
ま
す
。

マ
展
示
作
品
は
八
月
十

二
日
出
、
十
三
日
側
、
十
四
日
仰
の

午
前
九
時
か
ら
(
十
二
日
は
午
後
二

時
か
ら
)
上
田
創
造
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ

l
ル
へ
展
示
し
ま
す
。

マ
そ

の
他
応
募
要
領
、
応
募
用
紙
は
同

館
事
業
課
(
宮

@
1
1
1
1
)
へ

別
所
温
泉
相
染
閣

ア
月
お
j
初
日

女
子
浴
室
を
工
事

別
所
温
泉
相
染
閣
の
女
子
浴
室
壁

の
塗
装
工
事
を
、
七
月
二
十
五
日

ω
か
ら
三
十
日
目
ま
で
行
い
ま
す
。

こ

の
た
め
、
女
子
浴
室
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
間
の
浴
室
利
用
は
:
・

男
子
浴
室
を
、
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
女
性
が
、
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
男
性
が
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夜
の
入
浴
は
休
業
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
相
染
閤

(宮
⑧

2

1
0
0
)
 

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
ロ
∞
を
募
集
し
ま
す

県
で
は
「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

l

=二一上回わっしょい
じ〉とき 7月29日仕) 1>と ころ 目抜き通り

b内容 詳しくは 3-5ページをご覧くださし、。

市

--ー吟剣詩舞道大会

1>とき 7月30日(日)午前9時- 1>ところ

民会館 b内容 聖風流吟道会による独吟、合吟、

構成吟、剣詩舞吟などの発表(入場無料)

---第2回上田平和音楽祭
1>とき 8月6日(日)午後 2時- 1>ところ 文

化会館ホール 1>入場料 一般・大学生1，000円。

小中高校生500円。チケ ッ トは市内楽器底などでo

b内容 ノ〈イオリン、歌曲、合唱、邦楽など音楽

を通じて平和の尊さを感じ合う。

二一=大花火大会
じ〉とき 8月10日(柑午後 7時30分- 1>と ころ

千曲川上田橋上流1，000m(詳しくは 3ページをご

覧くださし、)

ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
部
門
小
学
三
年
以
下
(
一
部
)
、

小
学
四
年
以
上
(二
部
)
、
中
学
生
(
三

部
)
、
高
校
生
以
上
(
四
部
)
、
一
般
(
五

部
)
マ
規
格
①
一

i
三
部
は

B

2

判
、
四
・
五
部
は

B

1
判
②
紙
質
、

色
彩
は
自
由
(
模
造
紙
、
方
眼
紙
は

使
用
し
な
い
)
マ
テ

l
マ

自

由

で

す
(
一
部
は
本
人
の
観
察
し
た
結
果

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
)
マ
募
集
期

限

八

月

二

十

一

日

間

マ

応

募

方

法
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

職
業
(児
童
・
生
徒
は
校
名
・
学
年
)
、

年
齢
を
明
記
。
共
同
作
品
は
五
名
以

内
で
す
。

マ
提
出
先
市
企
画
課
統

計
係

(南
庁
舎
四
階
、
内
線

1
2
2

5
)
 上

田
警
察
署

第

2
・
4
土
曜
日
は

閉

庁

で

す

上
田
警
察
署
で
は
、
第
二
・
四
土

曜
日
閉
庁
に
よ
り
、
免
許
事
務
な
ど

は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
通
安
全
セ

ン
タ
ー

(長

野
市
篠
ノ
井
)
は
、
祝
日
、
年
末
年

始
の
休
日
を
除
い
て
免
許
証
の
書
き

替
え
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

マ
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

8
0
2
6

2
@
2
5
0
0
、
⑫
5
1
0
0
(原

付
免
許
専
用
)

不
用
品
登
録
情
報

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
電
子
レ
ジ
ス
タ
ー

六
千
円

マ
電
気
ミ
シ
ン
無
料

マ
テ
レ
ビ
(
四
イ
ン
チ
)
六
千
円

マ
洗
濯
機
(
二
槽
)
四
千
円

マ
子
ど
も
用
自
転
車
(
女
子
)
無
料

マ
L
P
ガ
ス
オ
ー
ブ

ン

話

し

合

い

マ
流
し
台
話
し
合
い

マ
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
一
万
二
千
円

マ
座
車
(
新
品
)
一
万
円

マ
キ
ー
ボ
ー
ド
話
し
合
い

マ
ギ
タ

l
ア
ン
プ
話
し
合
い

マ
そ
ろ
ば
ん
無
料

マ
女
子
中
学
生
ズ
ボ
ン
無
料

マ
学
生
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
無
料

マ
サ
イ
ド
ボ

l
ド

一

万

円

マ
日
本
語
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
三
万

円

マ

管

理

機

二

万

五

千

円

-
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
掃
除
機
マ
食
堂
用
テ
ー
ブ
ル

マ
ホ
ッ
ト
カ

l
ラ
ー

マ
布
団
干
し

マ
二
段
ベ
ッ
ド
マ
リ
ヤ
カ
ー

マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
マ
バ
イ
ク

マ
都
市
ガ
ス
用
湯
沸
器
マ
げ
た
箱

マ
エ
レ
ク
ト

l
ン

マ

和

た

ん

す

マ
都
市
ガ
ス
用
こ
ん
ろ
マ
冷
蔵
庫

マ
ド
ラ
ム
セ

ッ
ト

マ

エ

ア

コ

ン

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
9
0
)

--zaa 
aq--
aq--
，，E
E
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勝
仁
さ
ん
(
上
田
市
)
の
日
本
の
蝶

干
七
百
点
と
宮
坂
文
雄
さ
ん
(同
)
の

世
界
の
蝶
七
千
点
を
一
堂
に
展
示

マ

入

場

料

無

料

・
上
田
紬
(
つ
む
ぎ
)
織
物
展

マ
と
き
八
月
四
日
幽
か
ら
六
日

冊
、
午
前
九
時

1
午

後

四

時

マ

と

こ
ろ

民
俗
資
料
館
マ
内
容

機

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影
「
夏
の
星
空
と
流
れ
星
」
マ
観
覧
料
織
り
の
実
演
、
機
織
り
を
体
験
し
ょ

マ
と
き
①
八
月
一
日

ωか
ら
十
小
・
中
学
生
百
円
、
高
校
以
上
の
学
う
、
作
品
の
展
示
と
工
程
の

パ
ネ
ル

六

日

制

。

午

前

十

一

時

、

午

後

一

時

生

百

五

十

円

、

一

般

二

百

円

紹

介

マ

入

館

料

小

・

中

学

生

五

三
十
分
、
三
時
の
三
回
投
影
(
日
曜
・
日
本
と
世
界
の
蝶
(
ち
ょ
う
)
展
十
円
、
高
校
生
以
上
の
学
生
百
円
、

日
は
午
前
九
時
三
十
分
も
)。

②

八

月

マ

と
き

八
月
一
日

ωか
ら
二
十
一
般
百
五
十
円

五
日
出
、
十
二
日
出
、
十
三
日
間
は
日
側
、
午
前
九
時

i
午

後

四

時

マ

・

夏

の

星

空

観

望

会

午

後

七

時

三

十

分

も

マ

投

影

内

容

と

こ

ろ

美

術

館

マ

内

容

中

沢

マ

と

き

八

月

五

日

出

・

六

日

目

、

サ
マ

l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

In 

上
田
創
造
館

1552iii事園
建麹型フ
(1歳6か月児)

げん

松原玄〈ん
(みすず台北) 包

(
⑪

1
1
1
1

小林史奈ちゃん

(新町)

-8月の乳鈎児健康診査
受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)01歳 6か月児は、

赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入して

お持ちください。 3歳児の健康診査票は、様式

が変わりましたので、健診日に会場で記入して

いただきます。

(市役所南庁舎 2階)

健診 実施日 対 象 v日U 

4か月児
8月8日 元年3月16日-3月31日生

8月22日 元年4月1日-4月15日生

10か月児
8月10日 63年 9月16日-9月30日生

8月24日 63年10月1日-10月15日生

1歳6か月児
8月2日 63年 1月16日-1月31日生

8月30日 63年 2月1日-2月15日生

8月4日 61年 7月1日-7月15日生
3 歳児

8月18日 61年 7月16日-7月31日生

上田市保健センター

午
後
八
時
j

十

時

マ

と

こ

ろ

天

体
観
測
室

(屋
上
)
マ
内
容
土
星

や
射
手
座
の
星
雲
な
ど
を
観
望
マ

参
加
方
法
時
間
に
自
由
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
マ
そ
の
他
参
加
無
料
。

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
。
雨

天
・
曇
天
時
は
中
止
。

-
楽
し
い
折
り
紙
教
室

マ
と
き
八
月
六
日
目
。
午
前
の

部
・
:
九
時
三
十
分
j
十
一
時
三
十
分
、

午
後
の
部
・
:
二
時

i
四
時
。
マ
と
こ

ろ

第

四

・

五

研

修

室

ご

階

)

マ
内
容
七
夕
飾
り
や
魚
・
花
な
ど

を
作
り
ま
す
。
マ
参
加
料
一
人
三

百

円

マ

受

付

方

法

当

日

、

会

場

で
受
け
付
け
ま
す
。
マ
そ

の

他

折

り
紙
と
テ
キ
ス
ト
は
同
館
で
用
意

-
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き
八
月
七
日
円
か
ら
九
日

制
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
j
午
後
四

時

マ

と

こ

ろ

パ

ソ

コ

ン

教

室

マ
内
容
キ
ー
ボ
ー
ド
の
扱
い
方
か

ら
簡
単
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
ま
で

マ
対
象
小
学
校
四
年

1
中
学
校
三

年

マ

定

員

各

日

と

も

二

十

名

マ

受

講

料

無

料

マ

受

付

方

法

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
マ
そ
の
他

畳
食
・
筆
記
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
0

・
親
子
映
画
教
室

マ
と
き
八
月
八
日

ω・
九
日
制
。

午
前
十
時

i
十
一
時
、
午
後
一
時
三

十
分
j

二
時
三
十
分
マ
と
こ
ろ

視

聴

覚

室

マ

作

品

よ

わ

む

し

太

郎
、
た
な
ば
た
物
語
、
雪
の
女
王

マ
定
員
各
回
五
十
名
(入
場
無
料
)

・
夏
期
大
学
(
テ

l
マ
:
・
子
育
て
)

マ
と
き
八
月
十
日
附
午
前
九
時

j
午
後
四
時
三
十
分
、
十
一
日
働
午

前
九
時
三
十
分
j
午
後
三
時
四
十
分

マ
と
こ
ろ
文
化
ホ
ー
ル
二
階
)

マ
内
容
①
十
日
:
・
上
田
女
子
短
大

竹
内
要
教
授
の
講
義
、
ハ
ー
ト
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
②
十
一
日
・
:
長
野

大
松
本
文
男
教
授
と
早
大
小
島
謙
四

郎
教
授
の
講
義
な
ど
マ
聴
講
料

全
期
二
百
円
マ
受
付

方

法

直

接

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

[12] ア.16 広報うえだ1.


	P1 表紙、目次

	P2 交通状況調査結果

	P3 上田わっしょい①

	P4 上田わっしょい②

	P5 上田わっしょい③

	P6 ホタルの里づくり

	P7 健康メモ

	P8 カメラレポ①

	P9 カメラレポ②

	P10 市民ガイド①

	P11 市民ガイド②

	P12 市民ガイド③


